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1960年8月 培地上におけるイモチ菌胞子の多量形成法 －65－

P400g施用区がすぐれていた。

PCPの水稲に対する影響は下葉に赤褐色の薬害砥が

現われたが，8月28日調の稗長や穂数には大差がなく収

量にも影響するに至らなかった。イネネクイハムシの越

冬幼虫数はPCP除草剤の散布で棲息密度をへらしとく

に400g散布区は効果が大であった。

これらのことからイネネクイハムシの産卵選好雑草で

ある浮草類の絶滅に新除草剤PCPを実用使用濃度程度

に使用することにより，イネネクイハムシの新幼虫の発

生を阻止し当年から翌春にかけての被害を軽減しうる新

使用分野の開拓が期待される。しかしながらPCP除草

剤のイネネクイハムシを対象にした使用時期，作用機

作，他の病害虫の発生におよぼす影響などについては今

後追究を要する問題であろう。

培地上におけるイモチ菌胞子の多量形成法
一

吉村彰治・鈴木幸雄

（農林省北陸農業試験場）

緒 言

イモチ菌胞子の人工培養は，その垂的確保の面から，

種々の困難性があり，試験実施上の障害となっていた。

しかるに最近に至り，胞子の多量培養法として，高橋氏
13）10）

法，見里氏法などが発表され，それぞれの方法が，従来

の稲藁培地，稲藁煎汁培地，大麦培地，および馬鈴薯汁

培地等を使用する方法に比較して，形成量多く優れてい

ることが報告された。しかしながら大量の胞子を必要と

する圃場での接翫検定，．あるいは，胞子の生化学的研究

を行なう場合などでは，その形成は必ずしも満足される

堂が得られず，また下山･市ﾉliあ指摘しているように，
継代培養による胞子形成莚の低下などの難点を抱えてい

る。そこで著者等は,前述の諸方法に比較して，より多
い形成量と簡便な形成方法の案出を目的にして種,々 の実
験を行なった。

本実験までの経過
17.18〕

先に著者等は穀粒培地，および稲藁部分培養によって

胞子形成の多少を検討し，また，培養基の緬類，培養温

度，液体培養，培養菌叢反転,切断処理などと胞子形成
の多少について実験を行なってきたが，これらの実験結

果からは，殆ど期待されるような形成状況や形成趣は得
られず，ただ単なる養分転換や前述の処理のみでは，寄

主体上におけると同様な，著しい形成をなさしめること

はでき得ないもののように観察された。すなわち，いず

ｵしの実験においても，形成個所（菌叢表面写真9参照）

の剛微鏡繩察では，菌綻表面に水i間が点滴となって散在

し，分生子梗のかわりに気中菌糸が必要以上に発育叢生
して胞孑･の形成少なく，これらの処理操作が，ただ単に

気中繭糸の発生を促進するに留まるように観察された。
これに対し，稲体揃斑上の胞子形成状況は，屋内湿窒に

おける場合と，野外自然下における場合とでは，その形

成状況が，益だ相遠していることが観察される。すなわ

ち，屋内湿室などで極端に湿度を高く保持した場所での

胞子形成は，病斑上に胞子が盛上るような形成様相を示

す場合や，病斑上および病斑周辺部に気中菌糸の散見さ

れる場合が多いが，野外自然状態下での胞子形成では，

このようなことは見られず，胞子は病斑上に平面的に形

成され，気中菌糸の発生も殆どみられない。これら類似
の現象は’前年度における稲藁節部を用いた明所および

暗所培護試験においても観察している。これらのことか

ら，光線照射および通気乾燥が，胞子形成を促進する要
因になっているのではないかと推察された。本実験は，
以上述べたこれまでの実験並びに観察経過を基礎とし，
主として胞子形成に及ぼす光線照射と通気に重点をおい
て実験を進めた。

実験 方 法

布ぎれ転換培菱法本実験は，高橋氏のA・B培地
を用いる養分転換培養法を基本にして行なった。高橋氏
法によれば，胞子は養分転換後の，菌叢周辺部に多数形
成することを報告しており，これは,A培地,B培地の
接触点を指すものと思われるが，この線型形成法を面祇
型形成法に拡大変換することにより，所期の目的を倍増
することができるのではないかと考え，液体培養菌叢を
転換する方法を始めとする，各種の転換操作法を試みた
結果「布ぎれ」による養分転換培養法を考案（後述）し
て実験に供した。実験は，2月2日より11日迄と，3月
10日より22日迄の2回行なった。

（1）供試菌

〔実験I]34年5月苗代罹病葉より分離した菌

〔実験Ⅱ〕33年夏，本田にて罹病した稲節より35年1
月に分離した鮒

（2）堵義雄および培誰材料

〔培養基](f)高橋氏処方A培地（前培養に用いる),
ペプトン10g9墨ピオス5"'NaCl5g,砂職10g,%
天15g,水1ﾉ。

何高橋氏処方B培地（後培養に用いる）稲藁100
g9砂臓10g9寒天5g(寒天のみ'/8通に減麓した）
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的馬鈴薯寒天培養基，常法通り調製。〔調査3〕調査2で観察したシャーレに，あらたに，
〔培養材料〕布地として実験Iは手拭地，実験Ⅱは天10cc宛の殺菌水を注加して，菌叢全面を白金線で撹枠し

竺地を用いた。
て作った胞子浮瀧液を，スライド上にとり，顕微鏡（10

（3）培養法×15）で計測した1視野平均の胞子数である。、
培養は，標準区のみ，馬鈴薯寒天培養基を用い，他の〔調査4〕気中菌糸の叢生程度を肉眼観察により判別

区はすべて，高橋氏処方のA,B培地を用いる薙分転換したもので「＋」の多少によって気中菌糸の叢生径度を
法に改良を加えた方法で行なった｡すなわち,前培養としあらわしたものである。
て，シャーレに,A培地約15ccを流しこみ，その上に予〔調査5]調査時における菌叢直径である。て，シャーレに,A培地約15ccを流しこみ，その上に予
め高圧殺菌した5cm角の「ｲliぎれ｣,2枚重ねを敷き，
その「布ぎれ」の上･中央部に，イモチ菌を接繩,24｡C
の定温器で前培養（実験Iは，7日間。実験Ⅱは，11日
間）を行なった。B培地に移す養分転換操作は，約20cc
のB培地を流しこんだ別個のシャーレに，先にA培地で
培養し，繁殖させておいた菌叢を「布ぎれ」もろとも，
はぎとって移植し，後培養とした。標準区は，馬鈴薯寒
天培養基で常法により培養(終始24｡C)したものである。
〔光線照射及び通気処理〕胞子形成を促進させるた

め，物理的処理を後培養期間中（実験Iは2日間，実験
Ⅱは4日間）に行ったもので，その処理内容は，光線照
射及び通気で第1表のとうりである。

実 験 結 果

上記方法による調査結果は，第2表および第3衣に示

すとおりである。

第2表実験I光線照射ならびに通気が胞

子形成におよぼす影響
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実験回次|処理名’ 処理方一法

註1＊シャーレの上蓋に水滴が多数懸垂していた。
＊＊シャーレの上蓋には余り水滴がみられなかった。

光線照射

選光

開放

密 閉

焦処理

後培萎を温室で行なったものである。

後培義を璋光状憩の定温器内で行なったもので
ある。

シャーレの上蓋をすかし，空気の流通を自由に
した｡

シャーレの上蓋をしたままの常法培餐。

漂準区で，全く処理を行なわない常法培接。

実験I

第3表実験Ⅱ同上
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イ自然光
線照射

画人工光
騨照射

蓮光

後培養を自然光綴下のガラス室で行なったもの
である。

定温器内にFL”Dの蛋光燈2燈を設回し屈夜
照射。

内側に遮光紙を謡ったダソポール箱（釦×釦×
11cm)にシャーレを入れ遮光状魍にしてイ．ロ
の阿区に股図した，

シャーレの上蓋をすかし，空気の流通を自由に
した。

シャーレの上蓬をしたままの常法培養。

甑準区で，全く処理を行わない常法培養。
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光線照射

(自然光藻）

光線照射

(人工光線）

蓮光

(ガラス室，
自然光線）

運光・

(定狸器人工
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実験Ⅱ

開放

密 閉

舞処理

＊

註後稽義処理期間中は培養基内の水分蒸散が激しく，開放処理区は
そのまま放吐すれば菌鍍は乾燥枯死する恐れがあったため，乾燥防
止の意味から菌醗周囲に殺菌水を注加した。注下の際は殺菌水が移
極した菌殿をぬらさぬように，注意した。
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姓1＊，＊＊実験1に準ずる。
2稠査3項の数字は,1区,3区を除き他区は散光状態のまま調

在が1日遅れたものである。
（3）訓査

調査は，後略礎処理1日および2日後（実験I)と4

日後（実験Ⅱ）に行なったもので調査項目は下記のとお

りである。

〔調査1〕顕微鏡で菌叢表面の胞子形成状況を観察し
た。

〔調査2〕菌叢表面の1ケ所に殺菌水を2滴煮下し，

約1cm平方の菌潅表面を白金線で撹枠して，胞子浮淋

液を作り，それをスライド上にとり，顕微鏡（10×15）

で計測した1視野平均の胞子数である。

実験I養分転換操作後24時間目の菌潅炎1mの形成

状況観察によれば，光線照射開放区は，胞子形成が行わ

れつつあるのが認められたが，他の区はそれをi認めるこ

とができなかった。48時間後の調査では，光線照射開放

区は，菌叢全面に胞子を著しく多量に形成しているのが

観察された。しかし，他の区では形成胞子は，1～2ケ

みられただけである。胞子濃度の調査でも光線照射開放

区は，他の区に比較して，極めて高い数値を示した。逆










